
県内取組事例

IoT

宮崎県内の取組事例を紹介します。

宮崎初！学校DX～非接触アプリ推進とインフラ資源の可視化事業～

（1）IoT(ビーコン)を活用したスマートフォンアプリの実装、インフラ資源の可視化

事業者：学校法人宮崎総合学院（宮崎県宮崎市）
立ち位置：ユーザー

取組概要：①IoT(ビーコン)を活用したスマートフォンアプリを実装し、学生
の満足度向上及び、先生の業務負担軽減を図る
②属人化しているインフラ資源の可視化を行い、ドキュメント化する

〈主な取組〉
①ビーコンを活用した出席管理アプリの導入
学生個人のスマホに出席管理アプリをインストール。ビーコンの電波が

届く範囲でのみ出席登録を可能とした。更に出席した授業履歴や出席率な
ども確認できる。教員側は学生の出席一覧状況が確認出来ると同時に、
データとして出力できるよう構築。
その他、学校からのお知らせ通知、就職支援で利用するタスク＆チャット
も実装。

②インフラ資源の可視化
パソコンやサーバ、ネットワークに関する可視化を行い、ドキュメント

化することで標準化を図った。（一例：PC、デバイス一覧、NW構成図）
同時にドキュメントのアップデート運用ルールも整備し、劣化しない仕
組みも構築し、今後更なるDX推進に耐えうるインフラ基盤への準備を行う。

取組を始めた背景：
①出席管理に関して、学生数が増加し、出席管理の業務負担が増加傾向に
あったことから、出席管理に係る時間及び業務負担の軽減を図りたかった。
就職支援に関しては、質の高い就職支援を提供したいと考えていた。
②インフラ資源の可視化に関しては、属人化が課題となっており、不具合
調査の長期化やシステム停止を余儀なくされた事案も発生していた。

効果（成果）と今後の課題：
①スマートフォンアプリの導入
ビーコンの届く範囲でのみアプリからの出席が可能であるため、不正な

出席を防止しつつ、教員は紙に記入するプロセスが削減され、業務負担の
軽減に繋がった。就職支援に関しては、学生と教員で進捗状況を共有でき
るようになったことから、助言等サポートがしやすくなった。
②インフラ資源の可視化
インフラ資源がドキュメントされたことにより、属人化の防止ができた。

今後は可視化した内容を元にITシステム課題の抽出を行い、DX推進に向け
た改善計画の策定に活用する。

出席管理のアプリ化及び、就職支援のタスク化＆チャットでのやり取りを実現
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